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＜解説＞猎蝽游記〜あなたの知らないサシガメの世界〜 

奥田 恭介 

 

はじめに 

筆者は埼玉県のとある生物の調査会社に籍を置いている．数多の生き物好きが出入りするこの会社であ

っても，「カメムシが好きです．特にサシガメが．」というと，必ず不思議な顔をされる．「そんな込み入っ

たものを」とか，「奇特な人だねぇ」とか，「臭くないの？」といった返事がくるたびに，「ああ，やはりサ

シガメはマイナーな昆虫なのだ」と実感する． 

 

2012 年，日本のカメムシ研究史において特筆すべき大事件が起こった．全国のカメムシファン待望の「日

本原色カメムシ図鑑第 3 巻」が発刊されたのである．これまで刊行されていた原色日本カメムシ図鑑の第 1

巻・第 2 巻では，サシガメ科，ヒラタカメムシ科，グンバイムシ科などは触り程度でほとんど掲載されて

いなかった．が，その後の研究の進展によって，この第 3 巻ではこれらの分類群が一気に掲載された．ま

さに，カメムシ屋のバイブルと呼ぶべき図鑑である．筆者が採った個体が図版に使われていることもあり，

発刊が嬉しく，早く手に取りたいと思う反面，ちょっと複雑な気持ちも抱いていた．「この図鑑が世に出れ

ば日本中にサシガメの格好良さが知れ渡ることは間違いない．するとどうだろうか，各地の良好な草原や

樹林にはサシガメ目当ての採集者が殺到し，あちこちでほかの採集者と競争してサシガメを採集すること

になるのだろう…．場合によっては，南西諸島の固有種や美麗種が相次いで採集禁止になってしまうのだ

ろうか．」と，本気で考えていた．結論から言えばサシガメについては全くそんなことにはならなかった（一

方で図鑑の影響でグンバイムシが好き，という人はかなり増えたような気がする）．ただ，依然マイナーな

虫ではあるものの，なんだかよくわからない虫から調べればある程度わかる虫に格上げされた．そのため

か，SNS などを覗くと自分の目当ての昆虫を採集する傍ら，目についたサシガメを採るようになった人も

増えたように思う．最近では凄腕の蛾屋さんやバッタ屋さんの採集品の中から，とんでもないサシガメが

出てきたこともある． 

せっかくサシガメに関心を持ち採ってくれる人が増えてきたので，本稿ではそんな現状に微力ながら追

い風を拭かせるべく，稚拙ながら読者の方がサシガメに少しでも興味を持っていただけるような内容を書

きたいと思った次第である．実は国内ではすでに，東京農業大学の石川忠博士による優れたサシガメ科に

関する概説が存在しており（石川，2005），私もサシガメを勉強し始めたばかりの頃は何度も読み返した．

この概説と一部内容が重複するが，あわせてお読みいただければより理解が深まるのではないだろうか． 

最後に，日頃よりご指導ご鞭撻を賜り，本稿をご校閲いただいた東京農業大学の石川忠博士，埼玉県立

自然の博物館外部研究者の野澤雅美氏，日頃から私のサシガメ採集にお付き合いいただいており，本稿に

使用した一部の写真の使用を快く承諾してくださった宮崎昆虫同好会の小松孝寛氏，本稿を執筆する機会

を与えてくださった編集長の岩田泰幸氏にそれぞれ心より御礼を申し上げる． 

 

サシガメとはどんな虫か？ 

ここではサシガメ科 Reduviidae の特徴について簡単に説明することにする． 

サシガメとはカメムシ目カメムシ亜目トコジラミ下目サシガメ科の昆虫の総称である．日本では，2016

年時点で未同定種を含めて 11 亜科約 117 種が知られている（石川，2016）．しかしながら，日頃人々の目

につくのは桜の幹に群がっているヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni (Signoret, 1862) くらいで，基本的

に私たちの目に触れることがほとんどない虫である．しかし，サシガメ科は世界では約 6800 種が記載され

ており（石川・宮本，2012），この数はカメムシ亜目で言えばカスミカメムシ科（約 10000 種）に次ぐ大所

帯であり，捕食性のカメムシでは最大のグループである（Schuh and Slater, 1995）．さらに現在も続々と国内
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外で新種が発見されており，最終的には 8000種を超えるであろうと予想されている．英名では「assassin bug」

と呼ばれ，基本的に肉食性の捕食者である．サシガメ（刺し亀），という名前の通り，うっかり掴むと鋭い

ストロー状の口器（口吻の内部に口針とよばれる鋭い針が仕舞い込まれている）でブスリと刺されること

があり，蜂に刺されたような激しい痛みを伴う．また，オオサシガメ亜科の一群は「kissing bug」と呼ばれ，

家屋やその周辺に生息して人を含む哺乳類から吸血する（Jurberg et al., 2015）．南米ではこれらの仲間がシ

ャーガス病の媒介者となっている（なお，日本にはオオサシガメ Triatoma rubrofasciata (De Geer, 1773) が分

布するものの，シャーガス病の原因となるトリパノソーマ原虫 Trypanosoma cruzi Chagas, 1909 が分布しな

いため病気は媒介しない）．治療薬がないため，今もなお多くの人々がこの病で命を落としている．サシガ

メ科にはこのような害虫としての一面を持つ種が含まれる一方で，生物的防除資材として有望視されてい

るものも存在する (Grundy and Maelzer, 2000)．  

 

そんなサシガメ科のもっともわかりやすい形態的特徴は，複眼が頭部の前方に位置し，頭部の基部が細

くなる（首状部：neck region をもつ）ことである（図 1，写真はキベリヒゲナガサシガメ Euagoras plagiatus 

(Burmeister, 1834)）． 

 

次に，口吻が主に 3 節（先端は前胸腹板の後縁を超えない）であることも特徴で，口吻が 4 節から成る

マキバサシガメ科 Nabidae やクビナガカメムシ科 Enicocephalidae（図 2）とはここで識別が可能である（マ

キバサシガメはハナカメムシ科 Anthocoridae に近縁であり，この特徴の他にも産卵管をもつなどサシガメ

科と異なる点が多く，実は遠い仲間であることがうかがえる）．ただし，ハラビロトゲサシガメ亜科

図 1．サシガメ科の特徴（頭部） 

 



2020 年 5 月                                   寄せ蛾記（177）：3 

 

Centrocnemidinae は例外的に 4 節となる

など，例外も存在する．そのため，その

他の形態的特徴も加味した同定が必要

である．他には頭部の複眼間に横溝をも

つこと，前胸腹面の中央にヤスリ状の摩

擦溝をもつことなども特徴としてあげ

られる．また，臭腺が著しく縮小あるい

は退化しており，多くの種は無臭である

が，オオトビサシガメ Isyndus obscurus 

(Dallias, 1850) など一部の種では多くの

カメムシ同様悪臭を放つ． 

このような共通の特徴はあるものの，

サシガメの形態は極めて多様である．体

長で言えば数ミリのカモドキサシガメ

属 Empicoris spp.から，40 mm を超える

Arilus 属（日本からは未知）まで多岐に

わたる（Schuh and Slater, 1995）．アシナ

ガサシガメ亜科 Emesinae は細長い糸の

ような体を持つ一方，ビロウドサシガメ

亜科 Ectrichodiinae，フサヒゲサシガメ亜科 Holoptilinae などは石の下や樹皮下での生活に適した扁平な体を

持つ．一方で生活環境が近いものでは，異なる亜科に属していても似たような姿をしているものもいる．

たとえばタカラサシガメ Elongicoris takarai Hidaka et Miller, 1959 とヒメホソサシガメ Sastrapada oxyptera 

Bergroth, 1922 はいずれもイネ科草地の根際で生活する種で，細長い体型をしているが，前者はモンシロサ

シガメ亜科，後者はトビイロサシガメ亜科と全く異なる亜科に属している（図 3）．色彩についてもモンキ

ヒラタサシガメ Tiarodes miyamotoi Ishikawa, Cai et Tomokuni, 2005 のような赤と黄色の派手な色彩のものか

ら，ホソサシガメ Pygolampis bidentata (Goeze, 1778) のように褐色が主体の落ち着いた色合いのものまで

様々である． 

図 3．亜科の異なる姿のよく似たサシガメ．a) タカラサシガメ（モンシロサシガメ亜科）； 

b) ヒメホソサシガメ（トビイロサシガメ亜科） 

図 2．サシガメによく似たカメムシ  

(a) マキバサシガメ科 Nabidae（ハラビロマキバサシガメ 

Himacerus apterus (Fabricius, 1798)） 

(b) クビナガカメムシ科Enicocephalidae（ヒメクビナガカメ

ムシHoplitocoris lewisi (Distant, 1903)） 
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また，動くものにはとにかく反応し襲いかかる種もいれば，アリやシロアリ，ヤスデなどの特定の動物

のみを餌とする種も存在する．また，前述したように哺乳類から吸血し，人を死に至らしめる病（シャー

ガス病）を媒介する種も存在する． 

このような多様性がゆえに，サシガメの亜科単位の分類については，いまだに議論がなされている．線

引きが非常に難しいのである．Schuh and Slater (1995) は 22 亜科を認めている一方で，Maladonado (1990) お

よび Weirauch et al. (2014) は 25 亜科を認めている．また，最近 DNA を用いて 18 の亜科を解析した結果，

クビアカサシガメ亜科は，祖先の異なる複数の系統から成り（すなわち，多系統群であり），例えばその一

部がオオサシガメ亜科にきわめて近縁であることなどが明らかになっている（Hwang and Weirauch, 2012; 

Zhang et al., 2016）．今後クビアカサシガメ亜科を中心にサシガメ科の細分化や亜科の再編・統合によって，

亜科の数が増大したり，亜科の定義が変わったりする可能性がある．ちなみにカメムシ亜目最大のグルー

プであるカスミカメムシ科が 8 亜科にとどまる（Wheeler, 2001）ことを考えると，極めて多様な分類群で

あることがお分かりいただけるだろう．なお，Weirauch et al. (2014) は世界のサシガメ科の各亜科について，

豊富な標本写真と検索表付きで詳しい解説を行っている．興味のある方はぜひ参照していただきたい． 

サシガメの分布は熱帯域に偏っており，温帯である日本は残念ながらホットスポットから外れている．

と言っても，前述したように未同定種を含めて 11 亜科 117 種ほどが知られており，その多様度は極めて高

い（図 4）．一方で分布のホットスポットに含まれるインドでは，現時点で 14 亜科 464 種が記録されている

（Biswas and Mitra, 2011）．インドにおいても，今後研究が進めば種数は大きく増加すると思われる． 

 

埼玉県のサシガメ科研究 

筆者が住んでいる埼玉県では，全国的にも早い段階で研究が進められ，野澤（1990, 2012），林（1997）

によって定期的にまとめられてきた．最後にまとめられた 2012 年以降新たに 7 種が記録されており，総計

7 亜科 36 種が記録されている．解明度は比較的高い（図 4）．この過程で，いくつか埼玉県の標本を基に国

内から初記録として記録された種も存在する．以下にそれらの種を紹介する． 

 

●コブマダラカモドキサシガメ Empicoris ussuriensis Kanyukova, 1982（図 5a） 

野澤（1990）によって，1982 年に埼玉県小鹿野町で得られた標本を基に日本から初めて記録された種で

ある．発見当時は日本のカメムシ研究を牽引してきた長谷川仁博士によって「コブカモドキサシガメ」と

新称された．マダラカモドキサシガメ属の種は形態的に互いによく似ているため識別が難しいが，本種は

前胸背に大きくてよく目立つ瘤があることから同属の他種から識別される． 

 

●コゲヒメトビサシガメ Neostaccia plebeja (Stål, 1866) （図 5b） 

埼玉県神川町より国内から初めて記録された種である（野澤，1990）．体表に蝋状の物質をまとっている

ことが多い．本種は一見近似種であるヒメトビサシガメ Staccia diluta (Stål, 1860)に似るが，頭部側面に一対

の突起を持たないことから識別は容易である．長谷川仁博士によって「ウストビサシガメ」として和名を

提唱されたが，のちに石川・矢野（2006）によって現在の和名に変更された． 

埼玉県内には広く分布しており，主に湿地の植物の根際で得られるほか，灯火にも飛来する．なお，近

年インドからも記録されたが，その際に埼玉県からの報告が引用されている（Sarode et al., 2018）． 
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図 5．埼玉県産の標本を基に日本から初めて記録されたサシガメ  

a:コブマダラカモドキサシガメ，b:コゲヒメトビサシガメ 

図 4．埼玉県のサシガメ科．1．クロバアカサシガメLabidocoris insignis Distant, 1883 /ビロウドサシガメ亜科． 

2. クロアシナガサシガメGardena muscicapa (Bergroth, 1906) /アシナガサシガメ亜科（撮影：小松孝寛氏）. 3．

アシボソトビイロサシガメCaunus noctulus Hsiao, 1977/トビイロサシガメ亜科． 4．キイロサシガメSirthenea 

flavipes（Stål, 1855）/クロモンサシガメ亜科（撮影：野澤雅美氏） 5．ウデワユミアシサシガメPolytoxus armillatus 

Ishikawa, 1998 /ユミアシサシガメ亜科. 6. アカサシガメCutocoris russatus (Stal, 1867) /モンシロサシガメ

亜科. 7. クビアカサシガメReduvius humeralis (Scott, 1874) /クビアカサシガメ亜科． 
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ファウナの解明度 

現在，埼玉県内で言えば秩父地方など北西部はかなり詳細に調べられているものの，県南東部について

はまだまだデータが少なく，今後も調査の余地がある．前述したようにサシガメは熱帯を分布の中心とす

る昆虫であり，北西部の山地よりも南東部の水田地帯や河川敷などの環境により多くの種が生息している

と考えられる．亜科ごとの解明度で言えば，クロモンサシガメ亜科，トビイロサシガメ亜科は本州（紀伊

半島・伊豆半島のみで記録のある種を除く）でこれまで記録のあるものが網羅的に確認されており，解明

度は極めて高いと言える．その一方でクビアカサシガメ亜科，アシナガサシガメ亜科などのグループで調

査が不十分であり，今後も種数が増える可能性は高い．また，詳細は伏せさせていただくが，現時点で埼

玉県から国内未記録と思われる種名未決定のサシガメも得られている．埼玉県におけるサシガメ相の解明

はまだまだ道半ばである． 

 

今後埼玉で発見したいサシガメ 

次に紹介するサシガメは，いずれも全国的に稀少で，埼玉県では未だ記録のないサシガメである． 

 

●ハリサシガメ Acanthaspis cincticrus Stål, 1859（図 6a） 

荒野や墓地などで見られるサシガメで，環境省レッドリストに絶滅危惧 II 類として挙げられている希少

な種である．小楯板に垂直に突き出た針を持ち，これが和名の由来と思われる．主にアリを捕食するとさ

れており，実際に筆者が宮崎県で採集した個体もクロオオアリを襲っていた．近年，神奈川県では小田原

市の農道で複数の個体が確認された（青木・渡辺,2016）． 

 

●チャイロサシガメ Reduvius decliviceps Hsiao, 1976（図 6b） 

こちらは主に樹林性と思われるサシガメであり，樹洞からの採集例も知られている（遠藤，2010）．と

はいえ採集記録のほとんどは灯火によるものである． 

 

●ゴミアシナガサシガメ Myiophanes tipulina Reuter, 1881 

平成生まれの筆者には信じがたい話であるが，かつては国内に普通に見られた種であるという．主に築

年数の古い民家の周辺で見られるという． 

 

図 6．今後埼玉で探したいサシガメ  a: ハリサシガメ，b: チャイロサシガメ 



2020 年 5 月                                   寄せ蛾記（177）：7 

 

サシガメの探し方 

形態の多様さからみてもわかるように，サシガメ科の生息環境は極めて多様である． 

実際に近年でも沖縄の樹洞から新種のサシガメProguithera kiinugama Ishikawa & Naka, 2016が見つかって

いる（Ishikawa and Naka, 2016）．また，古民家の床下などから発見されるゴミアシナガサシガメ Myiophanes 

tipulina Reuter, 1881 のような種も存在する．サシガメのうち，スウィーピングなどの汎用性の高い採集方法

で得られるのは，特別な場合を除けば樹上や草本上で活動するもののみである．イレギュラーなところで

思わぬ種に出会える場合ももちろんあるのだが，そんな偶然に頼る方法ではなかなか標本が集まらない．

つまりたくさんのサシガメを見つけるためには，サシガメを採るためだけの特殊な採集方法が必要なので

ある．以下ではサシガメ採集に効率の良い採集方法を紹介する． 

 

ガサガサ採集法 

地表性のサシガメはスウィーピングではまず採れないため，地表部を丹念に探す必要がある．特にチガ

ヤなどのイネ科草本の根際にはアシナガサシガメ亜科やトビイロサシガメ亜科，ユミアシサシガメ亜科の

仲間が多く見られる．これらの仲間に効果的な採集法こそが，石川博士が提唱したいわゆる「ガサガサ採

集法」である（石川，2012）（図 7）．2012 年のカメムシ図鑑第 3 巻発刊以降急速に普及し，今やサシガメ

採集の王道とも言える採集法である．簡単に言えばイネ科草地にしゃがみこみ，草の根元をかき分けて地

表部にいる虫を採る，という方法である．一見極めて単調で地味な作業であるが，かき分けた草の先にサ

シガメが見えた時の感動を知ってしまうとやめられない． 

以下に筆者の経験に基づくポイントを述べる．以下は筆者の主観を含むため，実際に以下に挙げたよう

な環境，方法で採集を行ってもうまくいかない場合があることを予めおことわりしておく． 

1） 場所選定のポイント 

草地の規模は問わないが，草が密に茂り，地表を覆っていることが第一条件である．草がまばらで地表

に日光が当たるような場所はまずダメなことが多い．また，とにかく作業がしやすい場所を選定したほう

がいい．ただでさえ大変な作業である．ガサガサしながら進むだけでも大変なような場所は効率が悪いう

えに，経験上あまり種数も出ない．道路脇の草地など，アクセスしやすいところでも問題なく成果は上が

る．また，種の選好性があるためどちらが良いとは言えないが，地表がある適度湿っている場所に種数が

多いように思う．一方で，一見良さそうな場所でも全くサシガメがいない場所もあり，1 時間ほど探してま

ったく採れない場所についてはその後に採れはじめる可能性は低い．多い場所は必ず何らかのサシガメが

すぐに見つかる．逆にしばらく探してもこれらが見つからないような場所であれば，時間の無駄なので早

めに切り上げることをお勧めする．思い切って次の場所を探す方が賢明である． 

 

2） 作業中のポイント 

作業は単純なのだが，いくつかポイントがある．次から次へとかき分けていくのではなく，一度草をか

き分けるごとに最低 5 秒は地表をしっかり見ることである．多くのサシガメは地表や枯れ草に似た色をし

ているため，しっかり見ないと見落とす恐れがあるが，そのうち視野にゆっくりと動き出すサシガメと対

面できる．また，晩秋などはイネ科植物の株元に潜っている個体も多いため，かき分けるだけでなくこう

した場所も調べると採集効率が上がる．  

 

この採集方法は，生育している植物や地表の湿度によって採れる種も少しずつ異なるため，面白さがわ

かるとあちこちで試したくなる．筆者の場合，今ではよい草地を見ると反射的に「潜りたいなぁ…」と思

うようになってしまった． 

この方法による採集効果は絶大であるが，夏は極めて暑いうえに（基本的に草で腕を切らないように長

袖を着用している）長時間しゃがみこむ必要があり，非常に根気が必要な採集法である．また，急なぬか
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るみがある場合もあるため，足元は長靴を推奨する．さらに，過去に筆者が草むらで這いつくばって長時

間夢中になって採集していると，通行人から倒れていると思われて声をかけられたことがこれまで数回あ

った．外から見ると手もと以外がほとんど動いていないため，倒れているように見えるようだ．ほかにも，

筆者は過去に夢中になって採集をしていて，ポケットから車の鍵が滑り落ちたことに気づかず，帰り際に

真っ青になって探したこともあった．また，立ちくらみによる転倒にも注意が必要である． 

 

灯火採集 

夜間は灯火採集が非常に効果的である．実際にトビイロサシガメ亜科などでは多くの種が灯火採集によ

って得られた個体をもとに記載されており（Weirauch et al. 2014），博物館などに収蔵された標本を調べると

体表にガの鱗粉がついていることも少なくない．実際に県内でも環境のよい草地や河川敷などのそばに灯

る街灯を見回るだけで，多くのサシガメを採ることができる．特に風がなく蒸し暑いと感じるような夜に

は，時期が合えば多くのサシガメが灯火に集まる．ただし，この採集方法で得られる個体の多くはオスで

あることが多い（Schuh and Slater , 1995）．そのため，分布確認などには効率的であるが，コレクションや

飼育目的の場合は採集個体の性比に偏りが出る場合もあるため少々厄介である．また，最近は LED が普及

したことで，サシガメを採るのに適した街灯はめっきり少なくなってしまった．サシガメにとっては良い

ことであるため素直に喜びたいところだが，採集する側としては少し残念な気もしないでもない． 

 

 

ピットフォールトラップ 

夜行性の種は，特定のシーズン以外は夜間に飛ぶことなく生息地を徘徊している場合も多い．そこで，

日中あたりをつけてコップを埋めておくと絶大な効果を発揮することがある．特に，前述したライトトラ

ップで得がたいメスや幼虫などはこの方法で得られる場合もある．一つ重要なのは，オサムシなどと違い

彼らの多くは飛ぶことができるため，そのままにしておくと逃げられてしまう．コップの底に石鹸水を入

れておくなど，捕獲した虫に逃げられないような仕掛けが必須である． 

図 7．a) かつて筆者がガサガサ採集で成果をあげたチガヤ草地と，b) ガサガサ採集法を実践する筆者 
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枯れ枝ビーティング 

アシナガサシガメ亜科を採集するのに特に有効な方法である．林内の枯れた葉のついた枝などをビーテ

ィングすると，カモドキサシガメの仲間に効果がある．特にヒメマダラカモドキサシガメ Empicoris minutus 

Usinger, 1946 は落下したコナラなどの枝葉や枯れたシュロなどに多い．また，崖地のような場所に繁茂し

たシダやイネ科植物をビーティングすると，アシナガサシガメの仲間が採れることがある．筆者の経験上，

いずれも薄暗く，やや湿った林内を好むようである． 

 

草刈り後採集 

堤防などの草刈り後に集められた草の残渣の下からサシガメを探す採集法である．広大な草地や河川敷

をガサガサ採集法で攻略するのは難しいが，この方法であれば残渣の下を丹念に探すだけで多くのサシガ

メを得られる．実際にビロウドサシガメ亜科，トビイロサシガメ亜科などがこの方法で多く得られる． 

 

採集したサシガメの整理 

採集したサシガメは一般的な甲虫類などと同じ標本作成（酢酸エチルで殺虫し，タトウ紙の上で乾燥さ

せる）方法で問題ない．しかし，ユミアシサシガメ亜科やアシナガサシガメ亜科の小型種については，薬

品を入れすぎると潰れてしまう場合があるため注意が必要である．大型種の場合，箱に収める際に針を刺

すが，その際は前胸背の後方あるいは小楯板に針を刺す．この際に中央ではなく，やや右側に刺すように

心がける． 

 

サシガメ研究の終わりなき旅 

最後まで読んでくださった読者の方に，サシガメの魅力が少しでも伝われば幸いである．前述したよう

に，サシガメ科は世界的に見て非常に規模の大きいグループであり，まだまだ研究課題が山積みである．

新種の記載はもちろん，今なお既知種の所属の変更などもある．生態学的な方面も手つかずで，身近な場

所で見られる種であっても，どこで何を食べているのかなど，基礎的な情報が不足している種も多い．そ

の一方で多様度が極めて高く採集が難しいため，なかなか研究に必要な数の標本を集めることが難しい．

これがサシガメ研究のハードルを大きく上げているのは明らかである．本稿を読んでくださった方が一人

でもサシガメに興味を持ち，今後サシガメの謎の解明に貢献していただけたなら，これほど嬉しいことは

ない．今はマイナー昆虫として，知る人ぞ知るかっこいい虫だと思っているが，今後このかっこよさが日

本中に広まってしまい，あちこちの良い採集地にはサシガメ屋が殺到してしまうのではないか，と少し心

配をしながらも期待している．  
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